
３ 気象

(1) 群馬県の気象概況（平成25年）

１月

この月は、移動性高気圧や冬型の気圧配置が多かったことから晴れの穏やかな日が多くな

りました。日本付近への低気圧の通過は少ないものの、中旬の14日から15日にかけて関東の

南海上を発達した低気圧が通過したことから雨や雪となり、まとまった雨量となりました。

県内の気温は、全域で平年値を下回りました。降水量は全域で平年並から平年より多くなり

ました。

２月

この月は、全般に日本付近を高気圧と低気圧が交互に通る周期変化が比較的多くなりまし

た。このことから天気変化の激しい月となりました。気温は、上旬の半ばまでと月末に平年

より高くなり、その他の期間は、天気の崩れや上空に寒気の流入が比較的多かったことから、

平年より低い日が多くなりました。降水量は平年値を下回った地域が多くありましたが、階

級的にはほとんどの地域が平年並となりました。

３月

この月は、月の始めから下旬の前半にかけて移動性高気圧が周期的に通過が多く、一時的

に気圧の谷の通過はありましたが、影響は少なかったことから全般に晴れの日が多くなりま

した。下旬の半ばからは前線を伴った低気圧や気圧の谷の通過で曇りや雨の日が多くなりま

した。県内の気温は、月後半に寒気の流入や天気の崩れにより低い日もありましたが、中旬

までの晴れて暖かな日が続いたことから南部を中心にかなり高くなりました。県内の降水量

は、月後半に一時的に低気圧の通過もありましたが、降水量は少なかったことから、県内の

観測所の全域で平年よりかなり少なくなりました。

４月

この月は、上旬と下旬は日本付近を低気圧と高気圧が交互に周期的に通過しました。天気

は上旬に天気変化が激しく、まとまった雨もありましたが、中旬以降は20日から21日にかけ

て雨が降った他は、晴れの日が全般に多くなりました。県内の気温は、上空に寒気の流入が

多かったことから全域で平年を下回りました。県内の降水量は、上旬に各地でまとまった雨

が降ったことから、平年並の地域も見られましたが、全般には平年より多くなりました。

５月

この月は、期間を通して高気圧に覆われる日が多かったことから、晴れの日が比較的に多

くありました。また、月末の29日には関東甲信地方に梅雨入りの発表となりました。県内の

気温は、上旬は上空に寒気の流入もあり低く推移しましたが、中旬以降は各地で平年より高

くなりました。県内の降水量は、高気圧に覆われることが多かったことから、各地で平年を

下回り、かなり少ない地域が多くありました。

６月

この月は、全般に梅雨前線が日本付近に停滞していたことから、曇りや雨の日が多くなり

ました。県内の気温は、南海上からの暖かな空気が流入したことから、平年並から平年より

高くなりました。県内の降水量は、地域差は見られたものの、概ね平年並となりましたが、

かなり多い地域もありました。



７月

この月は、梅雨前線の活動が日本海に移り、6 日に関東甲信地方は梅雨明けとなりました。

その後は太平洋高気圧の勢力が強まり、猛暑日も多く、大気の状態が不安定となって、連日

午後は雷雲の発生する日が続きました。下旬の半ばからは太平洋高気圧の勢力が弱まり、日

本海の前線や低気圧に向かって湿った空気が流入、上空の気圧の谷や寒気などの影響もあっ

て曇りや雨の日が多く、雷を伴う大雨となった地域もありました。県内の気温は、平年並か

ら平年より高くなりました。県内の降水量は、不安定性の降水が多かったことから地域差が

見られ、北部や東部で平年並の所もありましたが、概ね平年より少なく、かなり少ない地域

もありました。

８月

この月は、上旬と下旬は、日本付近に停滞する前線や前線上の低気圧による影響で曇りや

雨の日が多くなりました。中旬は、勢力を強めた太平洋高気圧に覆われ、暑い晴れの日が多

くなりました。県内の気温は、北部で平年並の地域もありましたが、南部を中心に高くなり

ました。県内の降水量は、北部の藤原とみなかみで平年より多くなった他は、平年並から平

年より少ない地域が多くなりました。

９月

この月は、上旬から中旬の初めにかけては、前線や高気圧が北に偏り、湿った空気が流入

したことから、曇りや雨の日が多くなりました。中旬の半ばには、台風第18号の接近・上陸

により大雨や竜巻が発生する大荒れの天気となりました。中旬後半からは、高気圧に覆われ

晴れの日が多くなりました。

10月

この月は、低気圧や前線、台風第26号などの影響により、曇りや雨の日が多くなりました。

また、台風の影響や南からの暖かな空気の流入により、各地で気温が平年に比べかなり高く

なり、降水量もかなり多くなりました。このため日照時間は各地で平年を下回りました。

月11

この月は、前半は高気圧と低気圧や前線が周期的に通り天気変化が激しく、後半は全般に

高気圧に覆われ晴れる日が多くなりました。気温は中旬の前半に寒気の流入により、かなり

低くなりました。降水量は、まとまった雨がなかったことから、平年を各地で下回りました。

月12

この月は、上旬は、高気圧と気圧の谷が交互に通る周期変化、中旬から下旬にかけては、

西高東低の冬型の気圧配置が多く、期間全般には晴れた日が多くなりました。また、中旬後

半に発達した低気圧の影響でまとまった雨となりました。県内の気温は、中旬からの冬型の

気圧配置で上空に寒気が入り込んだ日が多かったことから、全般に平年並から平年より低く

なりました。降水量は、全般には平年並となりましたが、中旬後半の低気圧の通過や冬型の

気圧配置が多かったことから、北部山間部や南東部を中心に平年より多い地域もありました。

前橋地方気象台『群馬県の気象・地震概況』による。


